
令和７年度学校自己評価報告書 

 
学校自己評価について 

 
＜教育理念＞ 
整備士教育を通して 自動車産業の発展と 車社会の安全に貢献する 
＜教育方針＞ 
人格を形成し 技術と人間性を兼ね備えた社会人を育てる 
＜教育スローガン＞ 
プロ意識をもち 時代に即応した技術の習得 
整備士国家試験１００％合格 
卒業時における１００％就職 

 
本校では上記「教育理念」「教育方針」「教育スローガン」のもと学校運営、生徒

の教育に日々努めております。 
また、文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」を基とした学校自

己評価に毎年取り組みを行い、現状の把握及び今後の課題改善に取り組み、実施

しております。 

 
＜令和７度学校自己評価＞ 
●学校自己評価委員会 
委員長 理事長 
委員 理事・校長、理事長室室長、副校長、統括本部長 
●対象期間 
令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日 
●実施方法 
・学校自己評価委員会を中心に職員全員による評価を実施。 
・評価項目は「専修学校における学校評価ガイドライン」を基とする項目で実施。 
・評価は年 1 回年度末に実施。 
・結果の公表はホームページに掲載する。 

 
下記は令和 7 年度学校自己評価の結果です 
 



 



 



 





令和７年度学校自己評価に対する現状及び課題と今後の取り組み 
１． 教育理念・目標 
・現状及び課題 
学校の理念、方針、目標等については創立時から学校運営の柱として確立されて

いるが、時代の変化が速く著しいので、これらの状況をも踏まえて、時代に適応

できる「社会性」を身につけさせていく必要性がより高まってきている。従って

これらに的確に対処出来るよう今後とも幹部の自覚を促し職員の意識改革を図

らなければならない。 
・今後の取り組み 
教育の基本である、人格の形成や必要な知識を身に付けさせる為には、指導する

職員の資質の向上を図らなければならず、その為、職員に対する現場指導や意見

の吸い上げ、幹部会議等を定期的に開催して、職員一人ひとりが自ら考えるとい

う意識付けをして、学校全体のレベルアップに取り組んでいく。 
２．学校運営 
・現状及び課題 
運営の基本となる諸規則等が整備されており、これらに基づき組織としての業

務が遂行されている。内外の変化に対しても学校全体として取り組み成果を挙

げているが、今後は組織全体として環境対策を認識して一人ひとりが実力を身

に付けるべく研鑽を図っていかなければならない。 
・今後の取り組み 



運営方針等組織を構成する職員個々に徹底させていく為には、牽引していく幹

部職員の研修や教育等を確実に実施していく。更に平素より社会全体に関心を

持ち、問題意識を共有するなどして、学校関係者、地域社会から信頼される運営

に努める。 
３． 教育活動 
・現状及び課題 
基本となるカリキュラム等は規定に明示して実践している。また、企業や業界団

体等との連携を図りながら時代の要請に応えられる学生の育成に努めている。 
今後環境問題等の進展のテンポが加速する自動車業界に適応出来る様に職員の

自己研鑽と指導を徹底していく必要がある。 
・今後の取り組み 
ハード、ソフト両面と併せ、中核となる職員の自覚を促し全体としての資質向上、

スキルアップを図る為、メーカー等の協力も得ながら新しい技術等の研修を恒

常的に実施していく。これらを確実に実践していくことにより、社会的な期待や

業界のニーズに応えられる様に体制確立を図っていく。 
４．学修成果 
・現状及び課題 
時代の変化に伴い、企業が求める人材も多様化してきているので、内部の指導体

制も整備強化を図り、学生のサポートを組織としてバックアップすることによ

り各種資格の取得等、スキルアップの一層の向上、充実を図る。 

 
・今後の取り組み 
学生の構成は留学生が増加している状況にあることから、人間関係、金銭問題等

様々な問題が派生する可能性を考え、早期に兆候を把握して対応する等、日常の

目配り、気配りを継続的に実施して、親身になって学習に専念出来る環境整備に

努めていく。 
５．学生支援 
・現状及び課題 
日常の学生指導を通じてニーズを把握するよう努めている。また、学内の進路指

導部は常にオープンにして相談しやすい環境整備に努めている。将来を展望し

た広範な就職先企業の開拓も行っている。生活面では学生寮を大幅に増やして、

物心両面の支援を実施している。 
・今後の取り組み 
学生を支える体制、活動も整っているが、保護者の要望等も多種多様になってき

ているので今後とも緊密な連携を図りながら学生の立場に立った、より柔軟で

よりきめ細かい支援が出来る様に、職員の意識改革を図っていく。 



６．教育環境 
・現状及び課題 
学校の教育施設は基準を充分満たしており、社会のニーズにも沿っている。また、

インターンシップ活動は企業連携のもと実施して成果を挙げている。最近頻発

している地震等の災害対策対応も考慮して職員に危機管理意識を持たせるとと

もに訓練を定期的に実施し、現実的な危機対応に備えている 
・今後の取り組み 
自動車産業の進歩、変化が著しいことから、これらに対応出来る教育設備等の充

実を中、長期的計画で推進し、常に社会のニーズに応えられる様にしていく。学

生定員や留学生比率も国内における外国人労働者の雇用拡大等を念頭に入れな

がら検討を進めていく必要がある。 
７．学生の受け入れ状況 
・現状及び課題 
18 歳人口の減少等厳しい環境下にあるが、業界における人手不足等からニーズ

が高まってきている。これらに対応するため広報活動を更に強化するとともに、

企業推薦制度等を活用するなど多面的、継続的な募集活動を展開していく必要

がある。 
・今後の取り組み 
日本人の１８歳人口の減少に伴い、留学生比率が高まってきているので幅広い

年齢層にも門戸を開いて社会の要請に応えられる様、工夫を重ねていく。 
８．財務 
・現状及び課題 
本校の財務は規定に基づき、理事会、評議委員会での決算、予算編成が実施され

ており、また、公認会計士による指導点検、監査も行われ、適正な評価を得てい

ることから今後も引き続き公正な経理処理を実施していく。 
・今後の取り組み 
今後入学者数の減少も予想されることから、それに伴う歳入減少等も念頭に入

れて、変化に対応出来る収支バランスを考慮するとともに、運営コストの削減等

に努めて財務体質の強化を図っていく。 

 
９．法令等の遵守 
・現状及び課題 
諸業務や報告等は法令に基づいて適正に遂行されている。情報管理はパソコン

のパスワード設定を厳格に行っている。また、自己評価については教職員、学生、

保護者のアンケートを踏まえ学校運営に反映されている。 
・今後の取り組み 



法令順守は教育機関としては重要な要素であることから、職員に対する遵法精

神の徹底を図っていく。また、個人情報の保護管理は更なる注意喚起を促しなが

ら確実に実施していく。 

 
１０．社会貢献・地域貢献 
・現状及び課題 
学校施設を業界、地域活動、講演会等の階催場所、提供要請に応え申し出に積極

的に応じている。中学生の職場体験は県内外を問わず引き受けており、理解を深

めることにつながっている。また、地域活動は清掃活動等を積極的に実施し相互

理解を深めている。 
・今後の取り組み 
恒常的に行っている活動を理解してもらう為にも学生指導を一層強化して、騒

音問題や環境問題が派生しない様、地域との意見交換会を開催する等目配り、気

配りをしながら共存共栄出来る体制作りに努めていく。 

 
１１．国際交流 
・現状及び課題 
学生全体の中で留学生比率も増加していることから、日本人学生との交流を効

果的に推進する一方、日本における生活習慣等を分かりやすく指導する等積極

的なコミュニケーッションにより相互理解が進展する様ように体制強化を図っ

ていく。 
・今後の取り組み 
今後の学生の比率は予想し難い面もあるが、変化に的確に対応出来る受入れ体

制、指導体制を強化した信頼される学校運営に努めていく。 

 
 

生徒及び保護者による学校評価について 

 
本校では生徒及び保護者にも学校評価を依頼し、今後の学校運営、教育活動に役

立ててまいります。 

 
下記は令和 7 年度の学生、保護者の学校評価の結果です。 

 







 
 
 
 
令和 7 年度生徒、保護者の学校評価に対する現状及び課題と今後の取り組み 

 
１．学生評価- 
・現状及び課題 
教育理念目標、教育活動、学習評価、学生支援及び教育環境に関し、全校生（新

入生を除く）によるアンケートを実施、昨年度同様、概ね教職員評価に沿ったも

のとなっており、教育活動は良好と判断しており、明確な方針の基、継続実施し

ている。 
・今後の取り組み 
指導基準に基づいて計画的な授業を行っているなか、進捗度合に少数ではある

が温度差が見受けられる為、それらをカバーする補習授業等により豊かな感性

を備えられる学生を育んでいくことに傾注しており、継続実施している。 

 
２．保護者評価 
・現状及び課題 
教育活動、学習評価、学生支援、教育環境に関し、全校生（新入生除く）保護者

によるアンケートを実施、昨年度同様学校生活は有意義に過ごせており、良好と

判断している。少数意見として学校生活の内容等、保護者とのコミュニケーショ

ン不足が感じられる部分が見受けられる。今後の課題として検討を図りたい。 
・今後の取り組み 
教育活動については概ね良好と判断されるが、本校の教育活動の内容を保護者

へ便り等で知らせて、理解を深めていくように努力を継続していく。 


